
 

 

  

 

 

 

 

 
  

第 54 回宮城県母親大会               2014年 6月29日（日） 

くらし再生と子どもたちの未来のために憲法が生着る社会を― 

力を合わせ平和を守ろう！ 
今年は仙台市若林区六郷小学校に於いて開催されまし

た。全体で 1650 人、時折雨の降る中たくさんの方が参

加されました。女性センターでは、活動費用のために今

年も三陸物資の販売をお行いしました。また、分科会で

は宮城一般として“消費税増税に年金削減で暮らしがま

すます大変に”と宮城民商事務局長の永沢利夫さんのお

話があり宮城一般布間書記が司会を担当をしました。 

 

 

 

六郷すずめっこのみなさん 

記念講演は、同志社大学大学院教授の浜矩子さんのお話です。 

アベノミクスは人間不在の経済政策であり、目的が「富国強兵」 

でグローバルな社会に相反すると批判しました。グローバル社 

会とは「競争」ではなくて「共生」が支える社会であると強調されました。私たちが目指す場所は、多様性 

と包摂性が出会う場所、そこで持っているものが新たな夜明けとなり、日本国憲法が待っている。多様な人 

権が尊重される社会なのです。と結ばれました。 
 

 

全労連・全国一般女性センター第 14 回総会 
2014年 6月14・15日（土・日） 

言葉の力を信じ、武器を持たない勇気を！ 

～過去を知り、今を学び、未来を創造する～ 
 

今年も全国の仲間が、愛知県蒲郡に集まりました。 

諸事情から 5 地方から参加者 39 名と今年は少なめ 

でしたが、全体で 16 名の発言があり、女性センター 

ならではの報告発言がありました。改めて女性センター 

総会を行うことの意義が確認でき、参加者からの元気 

をいただきました。宮城からは 7 名の参加で 4 人が 

発言をしてきました。初めて参加した女性センター幹 

事の中山さんは、3.11 東日本大震災の時、南相馬で 

被災し親戚、友人、そして仕事も失ったことを話され 

ました。“今さら話しても”との発言に深い悲しみを 

感じました。交流会では、はじめに愛知のみなさんの歓迎を受け、夜通し踊るという、郡上踊りをみんな 

で踊りました。もちろんその後、おいしく食事をいただき、全国の仲間と交流することができました。 

 2 日目の記念講演では、名古屋大学名誉教授の森英樹さんによる「疾走する壊憲と改憲―その特質と矛盾」 

と題して話されました。めまぐるしく変わる状況の中、新しい資料も加え安倍路線の全分野にわたる憲法壊 

しと 9 条解釈改憲の歴史、集団的自衛権解釈変更による関連法案の整備、そこから起こる安倍路線の矛盾 

を戦後からの流れとして話されました。安倍政権は、新自由主義としてアメリカと対等な日本、日本企業が 

もうかる仕組みを作っていること又、保守権力の発想である個人的な思い、歴史的に名を残す名誉欲がある 

ことを話されました。終わりに第 1 次安倍内閣による改憲を阻止した経験から「敗戦投手の再登場」に 

再度私たちが“ノー”と声を挙げることが大切！と力強く話されました。 
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2014 年核兵器廃絶を求める国民平和大行進 2014年 6月15日～22日 

 

今年も宮城の平和行進は岩手からの引継ぎ４号線コースと気仙沼から   

スタートの４５号線と始まりました。みやぎ生協支部から延べ 189 名の

参加、日交タクシー支部は全員で２００キロ歩くと目標を立て積極的に参

加されました。仕事でなかなか選歌できない女性センター幹事も仕事の合

間に時間を作り国民平和大行進に参加しました。 

 

 

 

 

第 85 回メーデー 
 

働くものの団結で生活と権利を守り、 

平和と民主主義、中立の日本をめざそう！ 
雨の降る中、宮城一般参加人数は 268名でした。 

今年の女性センターメ―デーのテーマは、ムーミ 

ンの暮らす“平和な世界”と、最低賃金“よくし 

なサイ”をメッセージとして取り組みました。 

宮城県中央会場の１分リレートークで、最賃生活 

体験の報告をみやぎ生協支部の松崎さんが行い、 

日交支部の仲間とアピールを行いました。雨の中 

のアピール行進の着ぐるみは、ちょっとつらかっ 

たですね！幹事のみなさん本当にご苦労様でした。 
 

 

パ臨連「春のパートのつどい」 2014年 4月19日（土） 

 

「安倍政権の労働規制緩和～労働者派遣法改正の狙い～」と題して弁護士の佐藤由紀子さんの講演でした。 

全体で 75 名に参加で、宮城一般からは63 名が参加しました。危機感を持って労働組合が、今たたかう 

時と熱いお話でした。その後は、シュプレヒコールを轟きさせながら元気に一番町をデモ行進を行い、最 

低賃金の引き上げと均等待遇の宣伝活動をし、市民にアピールしました。 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

7 月 13 日（日）第 18 回女性センターバスハイク（岩手県 宮沢賢治記念館・童話村） 

22 日（火）女性センター幹事会  18：00～（宮城一般事務所） 

8 月 2・3 日（土日）日本母親大会（神奈川パシフィコ横浜） 

3～6 日（日～水）原水爆禁止世界大会（広島） 

16・17 日（土日）全国一般被災地視察 

17 日（日）宮城一般被災地支援夏祭り in わたのは（全国一般合流） 

20 日（水）はだしのゲン上映会（福祉プラザ） 

                   

 

今後の日程  

 


